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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:10000

MUC1

MUCT; PUM; Mucin-1; MUC-1; Breast carcinoma-associated antigen DF3; Carcinoma-
associated mucin; Episialin; H23AG; Krebs von den Lungen-6; KL-6; PEMT; Peanut-reactive
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	応用
	抗原情報
	背景
	MUC1は、女性生殖器、肺、乳房、腎臓、胃、膵臓の様々な上皮細胞で発現するI型膜貫通糖タンパク質です。MUC1は大きな前駆遺伝子産物として転写され、翻訳後に小胞体で切断され、2つのサブユニット、すなわち大きな細胞外N末端サブユニット（MUC1-N、約120～200 kDa）と小さな細胞質C末端サブユニット（MUC1-C、約23～30 kDa）が生成されます。既知のムチンの中で、MUC1は最もよく研​​究されており、細胞増殖、アポトーシス、接着、浸潤など、多くの細胞特性の制御において重要な役割を果たしています。MUC1は、幅広いヒト上皮性悪性腫瘍で過剰発現しています。
	研究分野
	タグとセルマーカー
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

